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報告資料（４） 

 令和５年１月 12日 

指 導 部 

 

都立高校生のアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）への派遣研修について 
 

１ グローバル人材育成のための４つの TARGET（令和４年３月「東京グローバル人材育成指針」より） 

  

２ 都立高校等におけるＵＡＥ高校生との交流 

（１）日 程 令和４年 12月 12日（月）～12月 16日（金） 

 

（２）受入校 都立三鷹中等教育学校 

 

（３）主な活動 

  ○ 理科、書道、美術、体育等の授業に参加 

  ○ 弓道部、茶華道部等の日本の伝統文化を体験 

  ○ 東京大学を訪問し、研究室等を視察 

  ○ 日本を代表する企業を訪問し、先端技術を視察 

○ 新幹線に乗車し、富士山周辺を散策 

○ 和装して浅草を散策、能楽鑑賞 

 

３ 都立高校生のＵＡＥへの派遣 

（１）コース別概要 

 アブダビコース ドバイコース 

目  的 

都立高校生と海外の高校生の交流

等を通して、多文化共生社会の実現に

向けた意識を醸成するとともに、他者

と協働して世界的な課題の解決に取

り組む姿勢を育む。 

都立専門高校の生徒が、海外におけ

る先進技術の見聞などの体験を学校

での課題解決的な学びに生かすとと

もに、よりよい社会づくりに貢献しよ

うとする意識を醸成する。 

実施期間 
令和４年 12月 16日（金） 

～12月 22日（木） 

令和４年 12月 15日（木） 

～12月 21日（水） 

参加生徒 
都立三鷹中等教育学校      14人 

都立工芸高等学校（定時制）  ２人 

都立工芸高等学校（全日制）  ３人 

都立府中工業高等学校      ３人 

 

（２）事前研修（全４回）概要 

○ 在日ＵＡＥ大使館職員やＵＡＥからの留学生による

ＵＡＥの歴史や文化等に関する講演 

○ ＵＡＥで事業を展開している企業の職員による中東

における開発等に関する講演 

 

≪TARGET １≫ 主体的に学び続ける態度と総合的な英語力の育成 

≪TARGET ２≫ 国内外の課題を解決する創造力・論理的思考力の育成 

≪TARGET ３≫ 世界の中の一員としての自覚と自己の確立 

≪TARGET ４≫ 多文化共生の精神の涵養と協働する力の育成  
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（３）主な訪問・視察先 

【両コース共通】 

〇 日本ＵＡＥ外交関係樹立 50 周年記イベント Japan  

Festivalに参加し、現地高校生と交流しながら、箸づくり

ワークショップを実施し、日本の伝統を紹介 

〇 古い街並みの残るドバイのアル・ファヒディ歴史地区に

て、カルチャーランチを体験 

〇 世界最大級の太陽光発電施設を訪問し、パネル効率・発

電量、メンテナンス・システム管理等を視察 

【アブダビコース】 

○ 在ＵＡＥ日本国大使館を訪問し、大使や職員から講話 

〇 アブダビ最古の建物であるカスル・アル・ホスンや大統

領官邸等を訪問 

○ 現地の高校生と交流しながら、アブダビ・ルーブル美術

館を訪問 

 【ドバイコース】 

〇 在ドバイ日本国総領事館を訪問し、総領事や職員から講話 

〇 世界一の高さを誇るバージュ・カリファの展望室や人工

島パーム・ジュメイラ等を訪問  

○ 大規模廃棄物処理発電施設を訪問し、廃棄物処理の現状、

事業計画、施工のプロセス等を視察 

 

（４）生徒の振り返り 

【アブダビコース】 

○ ＵＡＥの生徒との交流を通じて、自分の考えを表現する

ことの大切さを実感した。 

○ ＵＡＥはクリーンエネルギーへの意識が高い。その中で

日本の技術が採用されていることに驚いた。 

○ 交流や文化紹介を通して、日本の伝統や文化が評価され

ていることを誇らしく思った。 

【ドバイコース】 

○ ＵＡＥは広い土地を生かしているが、日本には平地は少ない。社会に貢献するため、

自分にできることを考えたい。 

○ 世界ではスピード感が重要である。しっかりと計画した上で、すぐに取り組むことが大

切だと思った。 

○ 世界の人々と協働するために、積極的に英語で会話する必要性を学んだ。 

 

４ 知事と子供たちの語るオンラインイベント 

「都知事！わたし、東京をこう変えたいです！」での報告 

（１）実施日 令和４年 12月 26日（月） 

 

（２）参加生徒  

都立三鷹中等教育学校、都立工芸高等学校（定時制）、 

都立府中工業高等学校          各校１人 

     

（３）内容 

○ ＵＡＥで学んだことを踏まえ、多様性を尊重しつつ、日本や世界における課題を解決

するための自らの目標等を発表 


